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 緒 言
運動習慣と疾病について Paffenbarger Jr. et al.１－４）は，大学時代における運動
部所属の有無と心疾患の関連はないが，大学卒業後に活発な運動を行っている
人よりも，行っていない人の高い発症率を報告している。また，スポーツ・運
動を実施することにより，予防効果があることも報告している。このような研
究結果から，生涯にわたり健康な生活を営むためには，スポーツ・運動の継続
的な実施が必要であると考えられる。
しかし，日本における成人のスポーツ・運動実施率は低く，週１回以上のス
ポーツ・運動実施率は２０歳代で２７．７％，３０歳代で３５．６％と文部科学省が目
標とする５０％には至っていない。５）これらのことから，成人のスポーツ・運動
実施率の向上には，２０歳前後，すなわち大学生時代までに継続的な実施習慣
の習得が必要と考えられる。
杉原６）は，「継続的にスポーツ・運動を実施するためには，スポーツ・運動
に対する動機づけ（motivation）を高めることが必要である」と考えている。
動機づけとは，特定の行動を行うために必要とされる精神的なエネルギーを供
給する働きと考えられ，「外発的動機づけ」と「内発的動機づけ」の２種類に
区分される。６，７）「外発的動機づけ」は，ホメオスタシス性動機・性的動機・情緒
的動機・社会的動機があり，金銭のために・成績のために等，スポーツ・運動
に参加すること以外の目的による参加形態を示す。一方「内発的動機づけ」は，
スポーツ・運動を実施すること自体を目的とした参加形態を示す。
現在の一般社会において，プロスポーツ選手を除く社会人がスポーツ・運動
を実施することにより金銭的対価を得るなど，またスポーツ・運動を定期的に
実施していないことにより，上司等から叱責されることは無い。そのため，「外
発的動機づけ」が継続的なスポーツ・運動実施に大きな影響を与えているとは
考え難い。
「内発的動機づけ」について Deci８）は「内発的動機づけの本質は，自己の決
定と身体的有能さの認知」と理論構築をしている。また，Klint K. A. et al.９）は
「スポーツで有能さを認知する人は，参加を積極的に続けようとし，逆に有能
さの認知を持てない人は参加が続かないだろう」と示している。つまり，継続
的に運動を実施するには「内発的動機づけ」の本質である「身体的有能さの認
知」が必要であると考える。
これらのことから，成人における継続的なスポーツ・運動の実施率の向上に
は，大学時代に「身体的有能さの認知」を有することが必要と考える。しかし，
現在の大学生がどのような「身体的有能さの認知」を有しているのか，またス
ポーツ・運動に対してどのような認識を持ち，実際にどの程度の頻度を実施し
ているのか把握できていない。「身体的有能さの認知」の測定法として，岡沢
ら１０）が作成した運動有能感調査票があり，授業効果の研究にも用いられてい
る。１１－１４）
そのため本研究は，大学生における運動有能感とスポーツ・運動に対する意
識・実施頻度の現状把握を目的とし，運動有能感の高い大学生のスポーツ・運
動に対する意識の特徴を抽出することを試みた。
 方 法
被験者は男子大学生３９名（１９．５±１．１歳），女子大学生１３名（１９．３±０．５歳）
とした。被験者の運動有能感は，岡沢ら１０）が作成した運動有能感調査票を用
８２ 松山大学論集 第２２巻 第６号
い評価した。また，徳永ら，１５）近藤ら，１６）杉原ら１７）の研究を参考にスポーツ・運
動に対する意識調査票を作成実施した。
運動有能感の分析は，岡澤ら１０）が示すように，「身体的有能さの認知」「統
制感」「受容感」の３因子から形成されると捉え，各因子得点および合計得点
を算出した。
スポーツ・運動に対する意識に対する各因子得点・合計得点は，t検定もし
くは一元配置の分散分析を用い比較検討をした。
統計分析は，SPSS for windows Ver１２．０を用い有意確率５％を持って有意と
した。
 結 果
運動有能感の各因子得点と合計点の平均値，標準偏差，最小値，最大値およ
び合計点に対する割合を表１に示す。男子学生の因子別得点および全得点に対
する割合は，「身体的有能さの認知」１４．２（３３．７％），「統制感」１４．７（３３．８％），
「受容感」１３．９（３２．５％）であった。女子学生は，「身体的有能さの認知」１２．６
（３０．５％），「統制感」１５．２（３６．２％），「受容感」１４．２（３３．３％）であった。男
子学生における最小値と最大値の差は，３因子全て１６であった。
スポーツ・運動に対する意識および実施度のアンケート結果を表２に示す。
アンケート結果については，対象者全体の特徴についてのみ記述する。
本研究に参加した５２名中４２名（８０．８％）が「スポーツ・運動実施を得意」
と回答し１０名（１９．２％）が「不得意」と回答した。「スポーツ・運動実施を好
き」と回答した者が５０名（９６．２％）であり，「嫌い」と回答した者が２名（３．８％）
であった。また，「過去・現在ともに好き」と４５名（８６．５％）が回答した。
しかし，「スポーツ・運動への参加意欲が非常にある」と回答した者は２４名
（４６．２％）であり，「ある」と回答した者１４名（２６．９％）を加えても３６名（７３．１％）
であった。
「大学運動部（サークルを含む）に所属している」は，２９名（５５．８％）と約
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全体の半数であった。また「スポーツ・運動実施頻度が月２日以下」と回答し
た者は１６名（３０．８％）であった。
過去のスポーツ・運動に対して「得意」または「かなり得意」と回答した者
は，小学校時代３６名（６９．２％），中学校時代４０名（７６．９％），高校１年生時
３３名（６３．５％），高校２年生時３３名（６３．５％），高校３年生時３４名（６５．４％）
であった。
男子学生
得点 運動有能感合計点に対する割合（％）
平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値
身体的有能さの認知 １４．２ ３．５ ４ ２０ ３３．７ ６．６ １７．４ ５２．２
統制感 １４．７ ４．７ ４ ２０ ３３．８ ６．６ １５．４ ４５．０
受容感 １３．９ ４．３ ４ ２０ ３２．５ ７．８ １７．４ ６５．２
運動有能感合計点 ４２．８ １０．５ １８ ５８ － － － －
女子学生
得点 運動有能感合計点に対する割合（％）
平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値
身体的有能さの認知 １２．６ ２．４ ８ １６ ３０．５ ５．７ ２２．９ ４４．４
統制感 １５．２ ３．６ ８ ２０ ３６．２ ４．７ ２９．６ ４５．５
受容感 １４．２ ４．０ ７ ２０ ３３．３ ５．４ ２５．０ ４３．６
運動有能感合計点 ４２．０ ８．１ ２７ ５４ － － － －
全体
得点 運動有能感合計点に対する割合（％）
平均値 標準偏差 最小値 最大値 平均値 標準偏差 最小値 最大値
身体的有能さの認知 １３．８ ３．３ ４ ２０ ３２．９ ６．４ １７．４ ５２．２
統制感 １４．８ ４．４ ４ ２０ ３４．４ ６．２ １５．４ ４５．５
受容感 １４．０ ４．２ ４ ２０ ３２．７ ７．２ １７．４ ６５．２
運動有能感合計点 ４２．６ ９．９ １８ ５８ － － － －
表１．運動有能感の因子別得点
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スポーツ・運動実施の得意・不得意（現在）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
得意 ３３ ８４．６ ９ ６９．２ ４２ ８０．８
不得意 ６ １５．４ ４ ３０．８ １０ １９．２
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動実施の好感度（現在）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
好き ３８ ９７．４ １２ ９２．３ ５０ ９６．２
嫌い １ ２．６ １ ７．７ ２ ３．８
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
所属している部活・クラブ
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
運動部 ２１ ５３．８ ８ ６１．５ ２９ ５５．８
文化部 ５ １２．８ １ ７．７ ６ １１．５
未所属 １３ ３３．３ ４ ３０．８ １７ ３２．７
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動実施頻度
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
月２日以下 １２ ３０．８ ４ ３０．８ １６ ３０．８
週１～２日 １３ ３３．３ ６ ４６．２ １９ ３６．５
週５～６日 ４ １０．３ １ ７．７ ５ ９．６
週３～４日 １０ ２５．６ ２ １５．４ １２ ２３．１
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
表２．スポーツ・運動に対する意識および実施度
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過去・現在のスポーツ・運動の好感度
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
過去・現在ともに好き ３４ ８７．２ １１ ８４．６ ４５ ８６．５
過去は嫌いだったが現在は好き ２ ５．１ １ ７．７ ３ ５．８
過去は好きだったが現在は嫌い ３ ７．７ １ ７．７ ４ ７．７
過去・現在ともに嫌い ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動への参加意欲
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
まったくない ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
あまりない １ ２．６ ４ ３０．８ ５ ９．６
どちらともいえない ８ ２０．５ １ ７．７ ９ １７．３
ある １１ ２８．２ ３ ２３．１ １４ ２６．９
非常にある １９ ４８．７ ５ ３８．５ ２４ ４６．２
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動の参加目的
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
人間関係の構築 ８ ２０．５ １ ７．７ ９ １７．３
健康・体力の維持増進 １３ ３３．３ ８ ６１．５ ２１ ４０．４
ストレス解消 ４ １０．３ ２ １５．４ ６ １１．５
精神鍛錬 ３ ７．７ １ ７．７ ４ ７．７
成功感（精神的興奮） ６ １５．４ １ ７．７ ７ １３．５
その他 ５ １２．８ ０ ０．０ ５ ９．６
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
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自分自身の体力（筋力・スピード・持久力）評価
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
まったくない ２ ５．１ ０ ０．０ ２ ３．８
あまりない ５ １２．８ ３ ２３．１ ８ １５．４
どちらともいえない １１ ２８．２ ２ １５．４ １３ ２５．０
ある １９ ４８．７ ７ ５３．８ ２６ ５０．０
非常にある ２ ５．１ １ ７．７ ３ ５．８
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
運動能力（一般に用いられる運動神経）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
まったくない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
あまりない ３ ７．７ １ ７．７ ４ ７．７
どちらともいえない ７ １７．９ ５ ３８．５ １２ ２３．１
ある ２２ ５６．４ ７ ５３．８ ２９ ５５．８
非常にある ６ １５．４ ０ ０．０ ６ １１．５
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動経験（就学前）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％）（人数） （％）（人数） （％）
ほとんどしていない ８ ２０．５ ３ ２３．１ １１ ２１．２
どちらともいえない １１ ２８．２ １ ７．７ １２ ２３．１
かなりしていた ５ １２．８ ３ ２３．１ ８ １５．４
スポーツクラブに所属 １５ ３８．５ ６ ４６．２ ２１ ４０．４
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
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スポーツ・運動経験（小学生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
ほとんどしていない ４ １０．３ １ ７．７ ５ ９．６
どちらともいえない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
かなりしていた ５ １２．８ ５ ３８．５ １０ １９．２
スポーツクラブに所属 ２９ ７４．４ ７ ５３．８ ３６ ６９．２
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動経験（中学生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
ほとんどしていない ０ ０．０ １ ７．７ １ １．９
どちらともいえない ２ ５．１ ０ ０．０ ２ ３．８
かなりしていた ２ ５．１ ４ ３０．８ ６ １１．５
スポーツクラブに所属 ３５ ８９．７ ８ ６１．５ ４３ ８２．７
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動経験（高校１年生時）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
ほとんどしていない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
どちらともいえない １ ２．６ ３ ２３．１ ４ ７．７
かなりしていた ２ ５．１ ２ １５．４ ４ ７．７
スポーツクラブに所属 ３５ ８９．７ ８ ６１．５ ４３ ８２．７
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
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スポーツ・運動経験（高校２年生時）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
ほとんどしていない ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
どちらともいえない １ ２．６ ４ ３０．８ ５ ９．６
かなりしていた ３ ７．７ ２ １５．４ ５ ９．６
スポーツクラブに所属 ３５ ８９．７ ７ ５３．８ ４２ ８０．８
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動経験（高校３年生時）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
ほとんどしていない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
どちらともいえない ３ ７．７ ４ ３０．８ ７ １３．５
かなりしていた ２ ５．１ ２ １５．４ ４ ７．７
スポーツクラブに所属 ３３ ８４．６ ７ ５３．８ ４０ ７６．９
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識（就学前）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり苦手 ２ ５．１ ０ ０．０ ２ ３．８
苦手 １ ２．６ １ ７．７ ２ ３．８
どちらともいえない １６ ４１．０ ７ ５３．８ ２３ ４４．２
得意 １２ ３０．８ ４ ３０．８ １６ ３０．８
かなり得意 ８ ２０．５ １ ７．７ ９ １７．３
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
大学生における運動有能感の特徴 ８９
スポーツ・運動に対する意識（小学生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり苦手 １ ２．６ １ ７．７ ２ ３．８
苦手 ４ １０．３ ０ ０．０ ４ ７．７
どちらともいえない ６ １５．４ ４ ３０．８ １０ １９．２
得意 １５ ３８．５ ６ ４６．２ ２１ ４０．４
かなり得意 １３ ３３．３ ２ １５．４ １５ ２８．８
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識（中学生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり苦手 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
苦手 ２ ５．１ ０ ０．０ ２ ３．８
どちらともいえない ７ １７．９ ３ ２３．１ １０ １９．２
得意 ２０ ５１．３ ７ ５３．８ ２７ ５１．９
かなり得意 １０ ２５．６ ３ ２３．１ １３ ２５．０
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識（高校１年生時）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり苦手 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
苦手 ２ ５．１ １ ７．７ ３ ５．８
どちらともいえない １２ ３０．８ ４ ３０．８ １６ ３０．８
得意 １４ ３５．９ ７ ５３．８ ２１ ４０．４
かなり得意 １１ ２８．２ １ ７．７ １２ ２３．１
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
９０ 松山大学論集 第２２巻 第６号
スポーツ・運動に対する意識（高校２年生時）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり苦手 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
苦手 ４ １０．３ １ ７．７ ５ ９．６
どちらともいえない １０ ２５．６ ４ ３０．８ １４ ２６．９
得意 １３ ３３．３ ７ ５３．８ ２０ ３８．５
かなり得意 １２ ３０．８ １ ７．７ １３ ２５．０
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識（高校３年生時）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり苦手 ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
苦手 ３ ７．７ １ ７．７ ４ ７．７
どちらともいえない １０ ２５．６ ４ ３０．８ １４ ２６．９
得意 １４ ３５．９ ７ ５３．８ ２１ ４０．４
かなり得意 １２ ３０．８ １ ７．７ １３ ２５．０
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動の環境（就学前）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり良い ３ ７．７ ２ １５．４ ５ ９．６
良い １２ ３０．８ ５ ３８．５ １７ ３２．７
どちらともいえない ２１ ５３．８ ５ ３８．５ ２６ ５０．０
良くない ２ ５．１ １ ７．７ ３ ５．８
かなり良くない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
大学生における運動有能感の特徴 ９１
スポーツ・運動の環境（小学生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり良い ８ ２０．５ ３ ２３．１ １１ ２１．２
良い １５ ３８．５ ８ ６１．５ ２３ ４４．２
どちらともいえない １５ ３８．５ ２ １５．４ １７ ３２．７
良くない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
かなり良くない ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動の環境（中学生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり良い ９ ２３．１ １ ７．７ １０ １９．２
良い １６ ４１．０ ８ ６１．５ ２４ ４６．２
どちらともいえない １１ ２８．２ ２ １５．４ １３ ２５．０
良くない ３ ７．７ ２ １５．４ ５ ９．６
かなり良くない ０ ０．０ ０ ０．０ ０ ０．０
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動の環境（高校生時代）
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
かなり良い １１ ２８．２ １ ７．７ １２ ２３．１
良い １５ ３８．５ ７ ５３．８ ２２ ４２．３
どちらともいえない １０ ２５．６ ２ １５．４ １２ ２３．１
良くない ２ ５．１ ３ ２３．１ ５ ９．６
かなり良くない １ ２．６ ０ ０．０ １ １．９
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
９２ 松山大学論集 第２２巻 第６号
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度に対する運動有能感の得点を表
３に示す。本研究に参加した女子学生の人数が１３名と少数であり，アンケー
トの設問によっては回答者割合に偏りが確認されたため，男子学生についての
み分析を行った。
アンケート結果に対する運動有能感の得点は，「スポーツ・運動実施頻度」，
「過去・現在のスポーツ・運動の好感度」，「中学時代のスポーツ・運動に対す
る意識」，「中学時代のスポーツ・運動環境」の４項目において有意な差が確認
された。
「スポーツ・運動実施頻度」に対する「身体的有能さの認知」は，「月２日以
下」と回答した群と比較して「週５～６日」と回答した群が有意に高い値を示
スポーツ・運動について影響を受けた人
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
両親 ３ ７．７ ２ １５．４ ５ ９．６
きょうだい ６ １５．４ １ ７．７ ７ １３．５
友人 １８ ４６．２ ７ ５３．８ ２５ ４８．１
教師 ７ １７．９ ２ １５．４ ９ １７．３
その他（いない） ５ １２．８ １ ７．７ ６ １１．５
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動を通じての友人数
男子学生 女子学生 全体
（人数） （％） （人数） （％） （人数） （％）
少数 ５ １２．８ ３ ２３．１ ８ １５．４
普通 ８ ２０．５ ５ ３８．５ １３ ２５．０
多数 ２６ ６６．７ ５ ３８．５ ３１ ５９．６
合計 ３９ １００．０ １３ １００．０ ５２ １００．０
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
大学生における運動有能感の特徴 ９３
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１６
．４
２
．５
８
１２
．１
４
．６
１３
１６
．８
３
．９
４
１５
．３
２
．９
３
１３
．３
４
．７
６
１２
．４
４
．５
５
合
計
点
４５
．８
１０
．４
８
３９
．２
１２
．０
１３
４８
．０
１２
．０
４
４９
．３
４
．０
３
４１
．３
９
．８
６
４１
．４
８
．２
５
自
分
自
身
の
体
力
（
筋
力
・
ス
ピ
ー
ド
・
持
久
力
）
評
価
ま
っ
た
く
な
い
あ
ま
り
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
あ
る
非
常
に
あ
る
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
８
．０
５
．７
２
１５
．６
３
．２
５
１３
．７
３
．２
１１
１４
．８
３
．３
１９
１３
．５
０
．７
２
統
制
感
１０
．０
８
．５
２
１５
．０
６
．３
５
１３
．０
４
．７
１１
１６
．１
３
．５
１９
１５
．５
６
．４
２
受
容
感
１２
．５
３
．５
２
１５
．０
４
．６
５
１２
．０
４
．６
１１
１４
．５
４
．０
１９
１８
．０
１
．４
２
合
計
点
３０
．５
１０
．６
２
４５
．６
１１
．９
５
３８
．７
１１
．１
１１
４５
．４
９
．３
１９
４７
．０
５
．７
２
運
動
能
力
（
一
般
に
用
い
ら
れ
る
運
動
神
経
）
ま
っ
た
く
な
い
あ
ま
り
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
あ
る
非
常
に
あ
る
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１９
．０
１
１１
．７
８
．０
３
１２
．７
１
．８
７
１４
．８
２
．５
２２
１４
．２
４
．８
６
統
制
感
１８
．０
１
８
．７
８
．１
３
１４
．０
５
．１
７
１５
．７
３
．７
２２
１４
．３
４
．８
６
受
容
感
１２
．０
１
１４
．０
６
．６
３
１４
．３
３
．５
７
１４
．２
４
．１
２２
１２
．７
５
．７
６
合
計
点
４９
．０
１
３４
．３
２０
．５
３
４１
．０
９
．２
７
４４
．８
８
．９
２２
４１
．２
１２
．８
６
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
経
験
（
就
学
前
）
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
か
な
り
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１３
．４
２
．８
８
１３
．８
４
．９
１１
１５
．４
２
．９
５
１４
．５
２
．９
１５
統
制
感
１５
．５
４
．７
８
１４
．７
５
．２
１１
１４
．６
３
．４
５
１４
．３
５
．１
１５
受
容
感
１３
．５
５
．５
８
１４
．６
４
．５
１１
１３
．６
３
．４
５
１３
．７
４
．１
１５
合
計
点
４２
．４
１２
．１
８
４３
．２
１２
．６
１１
４３
．６
８
．４
５
４２
．６
９
．６
１５
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
経
験
（
小
学
生
時
代
）
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
か
な
り
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１３
．３
４
．７
４
１９
．０
１
１４
．４
２
．４
５
１４
．１
３
．５
２９
統
制
感
１３
．５
３
．１
４
１８
．０
１
１２
．４
６
．２
５
１５
．２
４
．６
２９
受
容
感
１４
．５
４
．４
４
１２
．０
１
１４
．０
４
．８
５
１３
．９
４
．４
２９
合
計
点
４１
．３
１１
．４
４
４９
．０
１
４０
．８
１２
．７
５
４３
．２
１０
．５
２９
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
経
験
（
中
学
生
時
代
）
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
か
な
り
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１２
．０
１１
．３
２
１６
．０
１
．４
２
１４
．２
３
．１
３５
統
制
感
１１
．０
９
．９
２
１４
．５
２
．１
２
１４
．９
４
．５
３５
受
容
感
１７
．５
３
．５
２
１６
．５
２
．１
２
１３
．６
４
．３
３５
合
計
点
４０
．５
２４
．７
２
４７
．０
２
．８
２
４２
．７
１０
．２
３５
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
大学生における運動有能感の特徴 ９５
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
経
験
（
高
校
１
年
生
時
）
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
か
な
り
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１９
．０
１
４
．０
１
１３
．０
２
．８
２
１４
．４
３
．１
３５
統
制
感
１８
．０
１
４
．０
１
１２
．５
４
．９
２
１５
．１
４
．４
３５
受
容
感
１２
．０
１
１５
．０
１
１３
．５
６
．４
２
１４
．０
４
．４
３５
合
計
点
４９
．０
１
２３
．０
１
３９
．０
１４
．１
２
４３
．５
１０
．２
３５
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
経
験
（
高
校
２
年
生
時
）
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
か
な
り
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
４
．０
１
１５
．０
４
．０
３
１４
．４
３
．１
３５
統
制
感
４
．０
１
１４
．３
４
．７
３
１５
．１
４
．４
３５
受
容
感
１５
．０
１
１３
．０
４
．６
３
１４
．０
４
．４
３５
合
計
点
２３
．０
１
４２
．３
１１
．５
３
４３
．５
１０
．２
３５
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
経
験
（
高
校
３
年
生
時
）
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
か
な
り
し
て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
所
属
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１２
．０
１
１１
．３
７
．５
３
１４
．５
０
．７
２
１４
．５
３
．２
３３
統
制
感
１２
．０
１
１０
．３
７
．１
３
１６
．０
０
．０
２
１５
．１
４
．５
３３
受
容
感
１２
．０
１
１２
．０
３
．０
３
１２
．５
７
．８
２
１４
．２
４
．３
３３
合
計
点
３６
．０
１
３３
．７
１３
．６
３
４３
．０
８
．５
２
４３
．９
１０
．３
３３
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
対
す
る
意
識
（
就
学
前
）
か
な
り
苦
手
苦
手
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
得
意
か
な
り
得
意
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１４
．０
２
．８
２
１４
．０
１
１２
．６
３
．８
１６
１４
．７
３
．０
１２
１６
．９
２
．４
８
統
制
感
１８
．０
２
．８
２
１６
．０
１
１３
．０
５
．５
１６
１５
．３
４
．２
１２
１６
．４
３
．２
８
受
容
感
１４
．５
６
．４
２
７
．０
１
１２
．９
４
．９
１６
１４
．８
３
．４
１２
１５
．４
３
．３
８
合
計
点
４６
．５
１２
．０
２
３７
．０
１
３８
．５
１２
．３
１６
４４
．７
９
．０
１２
４８
．６
５
．３
８
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
対
す
る
意
識
（
小
学
生
時
代
）
か
な
り
苦
手
苦
手
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
得
意
か
な
り
得
意
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１６
．０
１
９
．８
２
．９
４
１２
．０
４
．０
６
１４
．３
２
．８
１５
１６
．４
２
．５
１３
統
制
感
２０
．０
１
９
．５
３
．０
４
１４
．０
５
．５
６
１４
．７
５
．２
１５
１６
．３
２
．８
１３
受
容
感
１９
．０
１
９
．３
５
．７
４
１３
．３
３
．９
６
１４
．４
４
．５
１５
１４
．７
３
．１
１３
合
計
点
５５
．０
１
２８
．５
９
．７
４
３９
．３
１０
．１
６
４３
．３
１１
．０
１５
４７
．４
５
．５
１３
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
対
す
る
意
識
（
中
学
生
時
代
）
苦
手
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
得
意
か
な
り
得
意
多
重
比
較
（
Bo
nf
er
ro
ni
）
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
（
＊
：
ｐ
＜
０
．０
５
）
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１５
．５
４
．９
２
１０
．７
３
．５
７
１３
．７
２
．７
２０
１７
．４
１
．８
１０
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
＜
か
な
り
得
意
＊
；
得
意
＜
か
な
り
得
意
＊
統
制
感
１２
．５
７
．８
２
１３
．６
５
．４
７
１４
．０
４
．７
２０
１７
．５
２
．９
１０
受
容
感
８
．０
５
．７
２
１４
．４
２
．５
７
１３
．１
４
．７
２０
１６
．４
２
．５
１０
合
計
点
３６
．０
１８
．４
２
３８
．７
９
．３
７
４０
．８
１０
．４
２０
５１
．３
５
．４
１０
得
意
＜
か
な
り
得
意
＊
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ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
対
す
る
意
識
（
高
校
１
年
生
時
）
苦
手
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
得
意
か
な
り
得
意
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１４
．０
７
．１
２
１２
．９
３
．４
１２
１４
．１
２
．５
１４
１５
．７
４
．０
１１
統
制
感
１５
．５
３
．５
２
１３
．１
４
．８
１２
１４
．９
５
．０
１４
１６
．１
４
．３
１１
受
容
感
１２
．０
０
．０
２
１２
．９
４
．０
１２
１４
．４
４
．３
１４
１４
．８
５
．０
１１
合
計
点
４１
．５
１０
．６
２
３８
．９
１０
．１
１２
４３
．４
９
．７
１４
４６
．６
１１
．７
１１
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
対
す
る
意
識
（
高
校
２
年
生
時
）
苦
手
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
得
意
か
な
り
得
意
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１１
．０
６
．３
４
１３
．７
２
．１
１０
１４
．５
３
．０
１３
１５
．３
３
．６
１２
統
制
感
１０
．５
６
．２
４
１３
．３
４
．８
１０
１５
．６
３
．９
１３
１６
．３
４
．２
１２
受
容
感
１０
．８
４
．７
４
１３
．５
３
．２
１０
１４
．２
４
．０
１３
１５
．０
５
．１
１２
合
計
点
３２
．３
１２
．３
４
４０
．５
９
．２
１０
４４
．４
８
．３
１３
４６
．７
１１
．４
１２
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
対
す
る
意
識
（
高
校
３
年
生
時
）
苦
手
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
得
意
か
な
り
得
意
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
平
均
値
標
準
偏
差
人
数
身
体
的
有
能
さ
の
認
知
１０
．７
７
．６
３
１３
．７
２
．１
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した。「統制感」は，「月２日以下」と回答した群と比較して「週１～２日」と
回答した群が有意に高い値を示した。「受容感」は「月２日以下」と回答した
群と比較して「週１～２日」ならびに「週３～４日」と回答した群が有意に高
い値を示した。さらに「合計得点」においても，「月２日以下」と回答した群
と比較して「週１～２日」と回答した群が有意に高い値を示した。
「過去・現在のスポーツ・運動の好感度」において，「身体的有能さの認知」
のみ「過去・現在ともに好き」または「過去は好きだったが現在は嫌い」と回
答した群と比較して「過去は嫌いだが現在は好き」と回答した群が有意に高い
値を示した。
「中学時代のスポーツ・運動に対する意識」において「身体有能さの認知」は，
スポーツ・運動が「得意」または「どちらともいえない」と回答した群と比較
して「かなり得意」と回答した群が有意に高い値を示した。また，「合計点」は，
「得意」と回答した群と比較して「かなり得意」と回答した群が有意に高い値
を示した。
また「中学時代のスポーツ・運動環境」において「受容感」のみ「良くない」
と回答した群に比較して「かなり良い」と回答した群が有意に高い値を示した。
 考 察
本研究で用いた運動有能感は，「内発的動機づけ」の本質と考えられている
「身体的有能さの認知」および「統制感」と「受容感」の３因子から構成され
ていると考えられている。そのため本研究は，大学生における「内発的動機づ
け」と「スポーツ・運動に対する意識」ならびに「スポーツ・運動の実施頻度」
の現状把握を目的とした。
本研究に参加した大学生の「身体的有能さの認知」は，男子学生で４－２０得
点，女子学生で８－１６得点と女子学生に比較して男子学生の個人差が大きかっ
た。また「統制感」と「受容感」においても女子学生に比較して男子学生の個
人差が大きかった。このように女子学生の個人差が小さいことは，女子学生の
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
大学生における運動有能感の特徴 ９９
本研究参加者人数が男子学生の半数以下であることに起因すると考えられる。
本研究参加者全体の「スポーツ・運動に対する意識」において，８０．８％が「ス
ポーツ・運動実施を得意」と回答し，９６．２％が「スポーツ・運動実施を好き」
と回答していた。これらの結果から，本研究参加者は，スポーツ・運動に対し
て肯定的意識を持った集団であると考えられる。加えて，「スポーツ・運動へ
の参加意欲が非常にある」また「ある」と回答した者は７３．１％と，スポーツ・
運動を実施したいという意欲もある集団と捉えることができる。
しかし，本研究参加者の３０．８％は，「スポーツ・運動実施頻度が月２日以
下」と回答していた。一般に大学授業は週１日の頻度で開講されるため，スポ
ーツ・運動実施頻度が月２日以下」と回答した者は，授業としてのスポーツ・
運動実施科目を履修していないことを示す。そのため，スポーツ・運動に対し
て肯定的な意識を持つ集団であるにも拘らず，大学授業でのスポーツ・運動実
施科目の履修をしていないことは大変興味深い結果である。
さらに，大学運動部（サークルを含む）に所属している者が約全体の半数
（５５．８％）という結果から，「好き」や「得意」という意識が大学内のスポーツ・
運動を継続的に実施できる環境を利用するには至っていないと捉えることがで
きる。
杉原ら６）は，「動機づけとは，新しく運動を始めようとすると場所や仲間を
探したり，時間を作ったり，用具や着る物を用意する等の障害を乗り越えて運
動を開始するためのエネルギーを供給するもの」と考えている。本研究結果の
ように，「好き」または「得意」であっても実際の実施に至らない理由は，杉
原ら６）が示す「動機づけ」が低いためなのか「障害」が高すぎるのか今後検討
する必要がある。
「スポーツ・運動実施頻度」に対する運動有能感の得点では，運動有能感３
因子全てにおいて月２日以下のスポーツ・運動を実施者は週１回以上実施して
いる者より低い傾向がみられた。「統制感」「受容感」「合計点」については，「月
２日以下」と回答した群より「週１～２日」と回答した群が有意に高い値を示
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した。このことから，大学の授業として週１回でも定期的なスポーツ・運動の
実施が運動有能感の育成に有効であると考える。しかし，「身体的有能さの認
知」は「週５～６日」と回答した群が有意に高い値を示した。このことから「身
体的有能さの認知」は，週１日という授業のみの実施頻度では少なく，大学運
動部に所属し実施する程度の頻度が必要とも考えられる。
また，「スポーツ・運動実施頻度」に対する結果から，「統制感」「受容感」が
比較的高い者は，「週１～２日」スポーツ・運動を実施し，「身体的有能さの認
知」が高い者は，「週５～６日」実施するとも考えられる。そのため，有能感
が原因でスポーツ・運動を実施が現象か，逆にスポーツ・運動を実施が原因で
運動有能感が現象なのか今後の課題である。
円田ら，１８，１９）は，スポーツ・運動を日常的に実施していない群は，実施してい
る群に比較して覚醒・緊張機能や自律神経系が低下傾向にあること示してい
る。さらに徳永ら２０，２１）は，運動部所属者，週平均のスポーツ・運動の実施が多
い者，単位取得数が多い者ほど健康度や生活習慣が望ましい状況にあると報告
している。このようなことから，週１日の実施となる大学授業は，健康的な生
活習慣の育成に有効であると考える。一方授業の履修率については，スポー
ツ・運動に対する意識だけではなく，スポーツ・運動実施科目の開講時間や必
修科目の開講時間などが影響すると考えられため，授業履修率とスポーツ・運
動に対する意識についても更なる調査が必要と考える。
「身体的有能さの認知」は，中学時代にスポーツ・運動実施を「どちらとも
いえない」「得意」と回答している群に比較して「かなり得意」と回答してい
る群が有意に高い値を示した。我々の先の研究において，「小学生時代スポー
ツ・運動の実施が得意」と認識している大学生は，その後現在に至るまで「得
意」と認識する傾向があり，逆に「小学生時代スポーツ・運動の実施が苦手」
と認識している大学生は，その後現在に至るまで「苦手」と認識する傾向がみ
られることを報告している。２２）これらのことから，小学校時代および中学時代
にスポーツ・運動をどのように経験するかが，その後の「身体的有能さの認知」
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
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に大きな影響を及ぼしていると考えられる。
さらに，「中学校時代の環境」に対する「受容感」は，「良くない」と回答し
た群に比較して「かなり良い」と回答した群が有意に高い値であった。「受容
感」は，「運動場面で教師や仲間から受け入れられているという認知」と考え
られている。１０）スポーツ・運動施設の充実度が教師や仲間からの受け入れられ
ているという認識に一次的要因として影響を及ぼしているとは考え難い。しか
し，中学時代の施設が充実していた群が「受容感」が高い傾向にあることは，
施設の充実もスポーツ・運動の動機づけとして重要な点であると考える。
本研究結果から，継続的なスポーツ・運動を実施させる動機づけは，現在の
スポーツ・運動に対する意識より，中学校時代という思春期における意識の影
響が大きいと考えられる。
そのため，大学生を対象に継続的な運動習慣を指導する際には，過去のスポ
ーツ・運動経験を考慮することが必要と考えられる。しかし，現在のスポー
ツ・運動に対する意識は，数年間という年月をかけて育まれたものであり，改
善には長期を要する者がいると考える。
杉原ら６）は，中・高年者のスポーツ・運動を実施する動機として，健康に対
する不安という情緒的動機によるものであると考えている。そのため，大学生
のスポーツ・運動に対する意識の改善には，「健康」について知識の提供が有
効ではないかと考える。
しかし，本研究結果からは，大学生のスポーツ・運動に対する意識の現状把
握しかできない。そのため，継続的スポーツ・運動習慣実施率の向上の具体的
な意識の改善策，指導法については，幼少期から成人に至るまでの更なる縦断
的研究が必要である。
謝 辞
本研究の遂行にあたり，貴重な助言を頂きました酒井達郎教授，またアンケート
にご協力いただきました被験者の皆様に心から感謝致します。なお本研究は，平成
１０２ 松山大学論集 第２２巻 第６号
２２年度に交付を受けました松山大学特別研究助成による研究成果の一部であります。
参 考 文 献
１）Paffenbarger, R. S. Jr., et al.（１９７８）Physical activity as an index of heart attack risk in college
alumni. Am. J. Epidemiol.１０８:１６１－１７５
２）Paffenbarger, R. S. Jr., et al.（１９８３）Physical activity and incidence of hypertension in college
alumni. Am. J. Epidemiol.１１７:２４５－２５７
３）Paffenbarger, R. S. Jr., et al.（１９８４）A natural history of athleticism and cardiovascular health.
JAMA.１０８:１６１－１７５
４）Paffenbarger, R. S. Jr., et al.（１９９３）The associate of change in physical activity level and other
lifestyle characteristics with mortality among men. N. Engl. J. Med.３２８:５３８－５４５
５）文部科学省ホームページ ２０１０年１２月検索 （http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jisshi/
１２９４６１０.htm）
６）杉原隆（２００３）運動指導の心理学－運動学習とモチベーションからの接近－ 大修館書
店
７）上淵寿（２００７）動機づけ研究の最前線 北大路書房
８）Deci E. L. : 石田梅夫（１９８０）自己決定の心理学 誠心書房
９）Klint K. A. et al.（１９８７）Perceived competence and motives for participating in sports : A test
of Harter’s competence motivation theory. JSEP.９ :５５－６５
１０）岡沢祥訓，他（１９９６）運動有能感の構造とその発達及び性差に関する研究．スポーツ教
育学研究．１６：１４５－１５５
１１）加藤譲，他（２００８）大学体育における運動有能感を高めるサッカーの授業についての検
討．東海大学体育学部紀要．８３：４９－５７
１２）武田正司（２００５）児童における体力と運動有能感．盛岡大学紀要．２２：４１－４７
１３）武田正司（２００６）児童における体力と運動有能感（第２報）．盛岡大学紀要．２３：６７－７４
１４）高瀬淳也，他（２００８）体育授業を通して運動有能感を高める事例研究．北海道教育大学
釧路校研究紀要．４０：１５１－１５５
１５）徳永幹雄，他（１９８２）幼児の身体発育及び運動能力の発達に関与する要因．健康科学．４：
９１－１０３
１６）近藤充夫，他（１９９９）幼児の運動能力検査の標準化と年次推移に関する研究．平成９～
平成１０年度文部省科学研究費補助金（基盤研究 B）研究成果報告書
１７）杉原隆，他（２００４）幼児の運能能力発達の年次推移と運動能力発達に関する環境要因の
構造分析．平成１４～１５年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究 B）研究成果報告書
１８）円田善英，他（２００４）運動習慣とストレス緩和との関連．運動とスポーツの科学．１０：
１３－１７
スポーツ・運動に対する意識および実施頻度から検討した
大学生における運動有能感の特徴 １０３
１９）円田善英，他（２００５）心理的ストレスモデルの因果関係－ストレス要因とストレス反応
との関連－．日本体育大学紀要．３５：１－９
２０）徳永幹雄，他（２００４）学生の運動及び修学状況と健康度・生活習慣に関する研究．第一
福祉大学紀要．１：５９－７３
２１）徳永幹雄，他（１９８９）スポーツ行動の継続化とその要因に関する研究－大学生の場合
－．健康科学．１１：８７－９８
２２）Ohishi K., et al.（２０１０）The relationship between physical fitness and physical competence in
undergraduate students. The international conference for the３０th anniversary of the Japanese
society of sport education（proceedings）.３９５
１０４ 松山大学論集 第２２巻 第６号
運動有能感調査票（岡沢ほか；１９９６）
運動についての質問です。それぞれの質問について，自分に当てはまる番号をお答
えください。
「よくあてはまる」……………………………５
「ややあてはまる」……………………………４
「どちらともいえない」………………………３
「あまりあてはまらない」……………………２
「まったくあてはまらない」…………………１
１ 運動能力がすぐれていると思います。
２ たいていの運動は上手にできます。
３ 練習をすれば，必ず技術や記録は伸びると思います。
４ 努力さえすれば，たいていの運動は上手にできると思います。
５ 運動をしている時，先生が励ましたり応援してくれます。
６ 運動をしている時，友達が励ましたり応援してくれます。
７ 一緒に運動をしようと誘ってくれる友達がいます。
８ 運動の上手な見本として，よく選ばれます。
９ 一緒に運動する友達がいます。
１０ 運動について自信をもっているほうです。
１１ 少し難しい運動でも，努力すればできると思います。
１２ できない運動でも，あきらめないで練習すればできるようになると思います。
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